
第３期島本町まち・ひと・しごと創生総合戦略(案)に関するパブリックコメントの結果 

募 集 期 間 

令和８年1月２６日（月）～2月２５日（水） 

※25 日に町ホームページのアクセス障害により、意見フォームからの提

出に限り、26 日まで延長 

資料の閲覧方法 行政資料コーナー、町ホームページに掲載 

応 募 方 法 持参、郵送、ファックス、町ホームページの意見フォームからの送付 

意 見 提 出 件 数 3 件（3人） 

※ご意見について、原則として原文どおり掲載しています。 

 

連番 提出者 区分 ご意見 町の考え方（案） 

１ ① 17ページ 

「施策方

向３－２ 

安全・安

心で、持

続可能な

まちの実

現」につ

いて 

・環境学習の推進、自然環境の保全と活用、環境負荷の軽減 

・景観形成・建築物等の適正な高さ規定 

・公園機能の充実、緑化の推進 

 

今この街は、新興化されて、四角く冷たい箱ものが建ち増えて

きましたが、島本町これからますますの魅力増幅のため、緑化活

動や、森林、田畑、今ある木々や草花をこれからも大切に守って

ください。畦道を歩くだけで感じられる四季、棲みつく生き物た

ちは、デジタル社会に疲れた住民の目や心を癒してくれているは

ずです。島本町に移り住もうと決めた人たちは、私も含めて、自

然豊かな環境に身をおきたくて、ここにたどりついたのだと思い

ます。子供たちの、島本町の身近な自然教育は未来にもかならず

活きてくると思います。最近は人が増えてか、ぽいすてゴミも増

えているのでなんとかできないかと（街にゴミが増えると犯罪率

も比例するというので）いつか定期的に楽しくみんなでできる清

施策 3-2で掲げる「安全・安心で、持続可能なま

ちの実現」に向けて、取り組むこととしておりま

す。 

ご意見に関する取組としては、町内一斉清掃や

街頭啓発による駅前の清掃活動、建築物等の適正

な高さ規定に関する検討業務、景観行政事務、街路

樹の剪定手法を変更し、緑陰の形成や、樹木の延命

化など緑化の推進などに取り組んでおります。 

いただいたご意見につきましては、各取組の参

考とさせていただきます。 

資料 1-2 



掃活動があればよいな（なければ自分ひとりでやりたいくらい）

と考えます。昔大好きだった桜の並木が今はなくなり、代わりに

植えられた若い木も、今は JRからのびてくるツルや雑草でかわ

いそうなことになっているので、なんとかしてあげたいと思いな

がら何もできずにいます。これからの環境保全に期待しています

ので、よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

２ ② 12ページ 

「施策方

向１－１ 

地域資源

の価値向

上と魅力

の発信」

について 

歴史資料館の活用について 

 

JR 島本駅が開通してから、周辺にお店や人の往来で賑わう様

子が見られるようになり行く機会が増えましたが、歴史資料館に

足を運ぶことはありませんでした。 

去年、茨木市在住の方が古民家を再利用して地域活動、芸術、

伝統文化の場所として色々な企画をされていて、その一つの参加

者で栽培した蕎麦を唐箕で脱穀する体験に参加しました。 

教育活動の一環としての目的も兼ねておられ、大人と子ども、専

門家も混じり合い、昔の生活や歴史に触れる貴重な経験をさせて

いただきました。 

その後、島本歴史資料館にも同じように農耕や生活に関する物

があるのではと来館して、形は違いますが唐箕が外に展示されて

いるのを見つけ、また館の方から学校の授業で石臼で大豆を挽い

てきな粉を作ったお話を聞かせていただき、歴史館は重要文化

財、島本の昔を知る貴重な財産、場所であることを感じました。 

どのように活用していけるかは、島本の資源、歴史、地域、子

育て、教育、などなど色々な視点で考えると沢山あると思います。 

ニーズの多い休憩スペースや、民間の力も借りながら島本の良さ

を盛り込んだ物や、今もされている他の市町村とのコラボイベン

施策 1-1 で掲げる「地域資源の価値向上と魅力

の発信」に向けて、取り組むこととしております。 

ご意見に関する取組としては、島本駅東エリア

活性化実施業務やまちの魅力の創造・発信事業が

ございます。 

また、歴史文化資料館につきましては、今後実施

する耐震補強工事とあわせて、展示内容のリニュ

ーアルを計画しており、展示デザインや文化財の

普及啓発に詳しい専門家などから指導助言いただ

きながら、より魅力的で皆様に親しんでいただけ

る資料館となるよう検討してまいります。 

いただいたご意見につきましては、各取組の参

考とさせていただきます。 



ト、芸術の催し、そして私が参加したような食や歴史、展示物に

スポットをあてた企画など、歴史館に親しみがわき、町と住民が

大切に思い交流が増えて、また色々な繋がりができる場所になる

ことを願います。 

３ ③ 24ページ 地方創生２．０とあるが、ここだけ 2.0が全角。他と同様半角

で揃えてもらいたい。 

半角に修正いたします。 

 


